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和歌山県の IR カジノ誘致は、県議会が土壇場で「ノー」を突きつけました。朝日新

聞 20 日朝刊に掲載された自民党議員の発言に注目しました。「IR は賛成だが、コロナ

やウクライナ情勢などで建設コストも上がると予想され、資金の不透明さがある中、県

民のために賛成できないと思った。事業者優位で進められ、計画の甘さを感じる」。 

夢洲への大阪 IR カジノ誘致計画は、大阪府議会ではほとんど議論もなく可決され、

市会でも維新・公明などにより可決されました。しかし、市会では自民党議員からも

IR 事業者の言いなりの計画であり、788 億円もの市費負担に厳しい批判が続きました。

今後は国による選定審査に焦点が移ります。住民投票を求める草の根からの運動は、IR

カジノに対する世論を喚起して、国による審査にも影響を与えるものと考えます。 

大阪 IR カジノ計画は、事業者優位で計画に甘さがあるだけではなく、ギャンブル＝

賭博に依存した経済戦略は商人の街、歴史ある経済都市大阪にふさわしくありません。

オリックス関西代表が「都市格」について語っていましたが、それを言うなら、MGMと

手を切り、カジノ計画から撤退すべきです。今からでも遅くはありません。 

松井一郎・大阪市長は「夢洲は、エンターテインメントの拠点として活用する。万博

終了後、速やかに会場跡地が利用できるよう、今年度中にマーケットサウンディング（事

業者からアイデアを募る市場調査）を行いたい」（読売新聞 14日朝刊）と述べています。

夢洲に IR カジノを誘致し、隣接する万博跡地も「エンタメ拠点」にするという。夢洲

に巨額の市費を投入して、カジノとエンタメの拠点などにしていいのでしょうか。夢洲

は「負の遺産」などではなく、産業廃棄物などの処分場であり、今も大阪港最大のコン

テナターミナル、物流拠点として大阪経済を支えています。夢洲がこれまで同様、物流

拠点の役割を果たしていくうえでも、IR カジノやエンタメとの「共存」は困難です。

むしろ人工島である夢洲の特性を活かすこと、地球環境の危機が叫ばれるなか、豊かな

自然環境を残していくことが大切だと考えます。 

大阪自然環境保全協会は「夢洲フォトアルバム 2019-2022」（次ページに写真）で、

夢洲は大阪湾の宝、野鳥園臨港緑地（旧・南港野鳥園）とともに、ラムサール条約登録

をめざしましょう！と呼びかけています。「40年前から埋め立てられ始めた大阪湾の人

工島『夢洲』では、次第に埋め立てられていく土地に草が生え、昆虫が棲み、鳥が集い、

多様な生態系が生まれてきていました。この生物多様性豊かな環境は、大阪に偶然でき

た『たからもの』です。しかし、現在、2025 年万博のために急速に開発が進む夢洲。

ここで生きるものたちはどこにいけばいいのでしょうか？ 絶滅が危惧される生きも

のたちのほとんどは、夢洲で埋め立てが行われている万博予定地の池・湿地・ヨシ原で

生息していました。が、半年のイベントのために、今、未来を奪われつつあります。」 

日本野鳥の会など日本を代表する環境 3団体も夢洲の環境保全「要望書」を提出して

います。大阪湾の環境を保全するために、夢洲に IRカジノなんて、もってのほかです。 



 

 


